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法人会は「企業の発展を支援し、地域の振興に寄与する経営者の団体」！

会員増強運動実施中
会員の皆様には、是非、１社につき新規会員１社獲得を目標に

あなたのお仲間企業を会員に！

第13回　通常総会特集号
佐渡金銀山　道遊の割戸

祝 世界遺産登録



　去る６月４日㈫午後２時より「新潟グランドホテル」において、第13回通常総会が盛大に開催
されました。
　総会で新任理事に選任された並木富士雄氏が、第２回理事会において新会長に選定されました。

公益社団法人 新潟法人会

第 13 回 通常総会開催

議
　
　
　
事

【
決
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

‌�

令
和
５
年
度
決
算

報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

‌�

理
事
１
名
の
選
任
（案）

承
認
の
件

第
３
号
議
案　

そ
の
他

【
報
告
事
項
】

　

⑴　

理
事
会
承
認
事
項

　
　
　

令
和
５
年
度
事
業
報
告

　
　
　

令
和
６
年
度
事
業
計
画

　
　
　

令
和
６
年
度
収
支
予
算

　

⑵　

そ
の
他

坂
井
会
長
挨
拶

　

第
13
回
通
常
総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
多
数
の
会

員
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大

に
総
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
、
公
務
ご
多
忙

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
潟
税
務
署
か
ら
は

田
中
署
長
を
は
じ
め
幹
部
の
方
々
、
新
潟

県
知
事
の
代
理
と
し
て
総
務
部
税
務
課
の

西
片
課
長
、
新
潟
市
長
の
代
理
と
し
て
財

務
部
の
小
関
税
務
監
、
関
東
信
越
税
理
士

会
新
潟
支
部
か
ら
は
山
口
支
部
長
、
そ
し

て
福
利
厚
生
制
度
協
力
保
険
会
社
３
社

の
そ
れ
ぞ
れ
支
社
長･

支
店
長
・
課
長
の

方
々
か
ら
ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
潟
法
人
会
の
事
業
運
営
に
対

し
ま
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
皆
様
に
は
、
深

い
ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
っ
て
お
り
、
重

ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
本
会
は
、
税
知
識

の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
税

制
・
税
務
に
関
す
る
提
言
を
行
い
、
も
っ

て
適
正
・
公
正
な
申
告
納
税
制
度
の
維
持
・

発
展
と
税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄
与

す
る
と
共
に
、
地
域
企
業
と
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

お
蔭
様
で
、
令
和
５
年
度
の
事
業
も
会

員
の
皆
様
お
よ
び
関
係
諸
団
体
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

法
人
会
の
大
切
な
事
業
で
あ
る
研
修
活

動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
師
を
税
務
署
お

よ
び
税
理
士
の
先
生
方
等
に
お
願
い
し
、

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
人
会
の
福

利
厚
生
制
度
は
、
会
社

と
社
員
の
皆
様
を
守
る

た
め
の
保
険
制
度
を
通

じ
、
協
力
保
険
会
社
三

社
の
ご
協
力
に
よ
り
法

人
会
の
基
盤
強
化
に
貢

献
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
組
織
の
強

化
・
充
実
の
た
め
の
活

動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
よ
り
会
員
増
強
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
会
員
増

強
運
動
で
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
に
は
、
そ

の
ご
努
力
に
対
し
後
ほ
ど
表
彰
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関

係
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
会
の
運

営
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
の

法
人
会
事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
ご
出
席
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
会
員
企

業
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
開
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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全
法
連
・
県
連
功
労
賞
等
受
賞
者

　

表
彰
受
賞
者
は
、
６
月
12
日
県
連
通
常
総

会
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

　

該
当
者
な
し

新
潟
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

　
（
単
位
会
役
員
関
係
）

　

後
藤　
　

透 
様
（
金
清
木
材
㈱
）

　

佐
藤　

信
久 

様
（
㈱
千
代
田
設
備
）

　
（
事
務
局
専
従
役
職
員
関
係
）

�
該
当
者
な
し

会
員
増
強
功
労
者
表
彰
式

　

表
彰
基
準
を
達
成
し
た
団
体
・
個
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
団
体
表
彰　

該
当
団
体
な
し

　
個
人
表
彰　
　

村
山　

弥
紀 

様

�

（
大
同
生
命
保
険
㈱
）

　
特
別
表
彰　
大
同
生
命
保
険
㈱　
新
潟
支
社

令
和
５
年
度
事
業
報
告

〔 

概　

況 

〕

　

令
和
５
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
昨

年
５
月
に
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
も
あ

り
、
概
ね
事
業
計
画
通
り
、
各
種
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〔 

公
益
関
係 

〕

　
「
税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
改
善
事
業
」

の
「
税
に
関
す
る
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
事
業
」

と
し
て
、
実
施
回
数
は
39
回
、
参
加
人
数

1
，4
5
6
名
と
、
大
勢
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
以
前
に

は
ま
だ
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
更
な
る
参

加
者
増
加
の
た
め
、
今
後
も
魅
力
あ
る
研

修
会
の
開
催
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
「
租
税
教
育
活
動
」
で
は
、
次
世
代
を

担
う
児
童
や
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
税
の
重

要
性
を
正
し
く
理
解
し
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
税
務
署
、
税
理
士
会
等
と
連

携
し
て
租
税
教
育
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

租
税
教
室
は
、
青
年
部
会
が
中
心
と
な

り
、
市
内
の
小
学
校
を
訪
問
し
「
租
税
教

室
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
設
備
を
有
効
に
活
用
し
、
時
短
・

効
率
化
に
よ
り
授
業
内
容
の
拡
充
を
図
る

な
ど
、
工
夫
し
た
授
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
小
学
校
数
14
校
で
27
コ

マ
を
担
当
し
、
児
童
8
0
4
名
が
受
講
し

ま
し
た
。

　
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
女
性
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
租
税
教
室
等
で
学
ん
だ
知
識
、

感
想
な
ど
を
絵
は
が
き
に
書
く
こ
と
で
よ

り
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
新
潟
市
内
の
小
学
校

82
校
に
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加

を
要
請
し
、
32
校
か
ら
6
9
3
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
前
年
よ
り
参
加
校
も

作
品
数
も
わ
ず
か
で
す
が
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
、金
賞
、銀
賞
、

銅
賞
、
優
秀
賞
お
よ
び
税
務
署
長
賞
を
選

定
し
表
彰
し
ま
し
た
。
優
秀
作
品
に
つ
い

て
は
、
税
を
考
え
る
週
間
に
合
わ
せ
て
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
と
ア
ピ
タ
新
潟
西
店
、
ア
ピ

タ
新
潟
亀
田
店
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
示
し
ま
し

た
。

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
に
は
、

新
潟
税
務
署
管
内
税
務
団
体
協
議
会
の
一

員
と
し
て
参
加
し
、
中
学
生
お
よ
び
高
校

生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
の
応

募
作
品
の
中
か
ら
、
中
学
生
・
高
校
生
の

そ
れ
ぞ
れ
１
編
ず
つ
に
対
し
て
新
潟
法
人

会
の
会
長
賞
を
授
与
し
表
彰
し
ま
し
た
。

作
品
は
令
和
６
年
２
月
発
行
の
会
報

1
5
4
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
税
制
改
正
提
言
活
動
」
で
は
、
令
和

６
年
度
税
制
改
正
要
望
事
項
を
新
潟
県
連

と
合
同
で
作
成
し
、
全
法
連
へ
提
出
し
て

お
り
ま
す
。

　

要
望
実
現
の
た
め
の
提
言
活
動
の
展
開

と
し
て
、
令
和
５
年
11
月
６
日
に
管
内
選

出
の
衆
参
国
会
議
員
、
知
事
、
県
議
会
議

長
、
新
潟
市
長
、
市
議
会
議
長
へ
、「
令

和
６
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
経
済
社
会
環
境
の
整
備
・
改

善
を
図
る
た
め
の
事
業
」
と
し
て
、
経
営

支
援
に
関
す
る
研
修
会
を
多
彩
な
テ
ー
マ

と
講
師
に
よ
り
、
17
回
開
催
し
、
総
勢

1
，3
1
9
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
貢
献
活
動
で
は
、
令
和
６
年
３
月

２
日
の
土
曜
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
お
い
て
、
タ
レ
ン
ト
の

山
田
邦
子
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

4
8
9
名
の
皆
様
か
ら
参
加
申
し
込
み

い
た
だ
き
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
集
ま
っ
た
タ

オ
ル
が
7
0
5
枚
と
な
り
ま
し
た
。
タ
オ

ル
は
後
日
、
新
潟
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
、

市
内
の
老
健
施
設
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
へ
の
義
援
金
募
金
を
行
い
、

集
ま
っ
た
義
援
金
４
１
，2
9
8
円
を
後

日
新
潟
県
の
災
害
対
策
本
部
へ
振
込
み
し

ま
し
た
。

　

税
の
啓
蒙
活
動
と
献
血
活
動
で
は
、
青

年
部
会
で
令
和
５
年
10
月
29
日
（
日
）
に
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記
念
講
演
会

双
日
総
合
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

吉
崎
　
達
彦  

氏

　

第
13
回
通
常
総
会
終
了
後
に
、

双
日
総
合
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
の
吉
崎　

達
彦
氏
に
記
念

講
演
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙

を
控
え
、「
米
大
統
領
選
挙
の
行

方
を
読
む
」
と
題
し
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

吉
崎
氏
は
米
国
の
政
治
情
勢
に

ご
造
詣
が
深
く
、
ト
ラ
ン
プ
前
米

大
統
領
に
対
す
る
「
口
止
め
料
」

事
件
か
ら
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領

に
返
り
咲
く
「
も
し
ト
ラ
」
の
場

合
の
政
策
、今
後
の
日
米
関
係
ま
で
、

政
界
の
裏
事
情
を
交
え
て
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

競
争
力
強
化
や
経
済
安
全
保
障
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
な
ど
か

ら
、
米
ハ
イ
テ
ク
企
業
は
過
去
に

類
を
見
な
い
ほ
ど
積
極
的
に
対
日

投
資
を
進
め
て
お
り
、「
ど
ち
ら
が

大
統
領
に
な
っ
て
も
、
日
本
と
し
て

は
う
ま
く
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
」

と
の
吉
崎
氏
の
最
後
の
言
葉
に
改

め
て
日
本
の
置
か
れ
て
い
る
立
場

を
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
講
演
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
た

皆
様
は
ど
の
よ
う
な
ご
感
想
を
お

持
ち
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

吉
崎
様　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
市
東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
税
金
ク

イ
ズ
と
献
血
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

〔 
共
益
関
係 

〕

　
「
組
織
の
強
化
・
充
実
」
の
た
め
の
会

員
増
強
に
関
し
て
は
、
会
員
の
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
べ
く
、「
前
年
以
上
の
会

員
数
確
保
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、「
役

員
一
人
１
社
獲
得
運
動
」
な
ど
推
進
し
て

き
ま
し
た
が
、
後
継
者
問
題
や
コ
ロ
ナ
禍
、

物
価
上
昇
等
の
影
響
に
よ
り
、
廃
業
・
統

合
や
経
費
削
減
を
理
由
と
す
る
退
会
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
３
月
末
で
は
2
，7
5
8
社

と
な
り
、
3
，0
0
0
社
を
大
き
く
割
込

ん
で
い
ま
す
。
新
潟
法
人
会
の
基
盤
確
保

の
た
め
に
も
会
員
増
強
が
必
要
不
可
欠
で

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

福
利
厚
生
事
業
で
は
、
福
利
厚
生
制
度

加
入
企
業
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

“
c
h
a
l
l
e
n
g
e 

1
0
0
”
が
令

和
５
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
財
政
基
盤
維
持
確
保
の
た

め
に
も
、
さ
ら
な
る
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
支
援
事
業
と
し
て
は
「
優

良
経
理
担
当
職
員
表
彰
式
」
を

令
和
５
年
11
月
７
日
火
曜
日
に

ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
で
開
催
し
、

14
社
18
名
の
方
々
を
表
彰
し
ま

し
た
。

〔 

管
理
関
係 
〕

　

議
案
書
記
載
の
各
種
会
議
等

を
開
催
、
並
び
に
出
席
し
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

　

特
記
事
項
と
し
て
は
、「
県
連

女
連
協
合
同
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
新

潟
」
が
10
月
に
A
N
A
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
で
開
催

さ
れ
、
開
催
地
の
女
性
部
会
と

し
て
、
準
備
か
ら
運
営
に
携
わ

り
ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

並木新会長ごあいさつ
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令和６年度令和６年度

事 業 計 画事 業 計 画
Ⅰ　

活
動
の
基
本
方
針

　

公
益
社
団
法
人
の
新
潟
法
人
会
は
、

「
法
人
会
は
、
税
知
識
の
普
及
、
納
税

意
識
の
高
揚
に
努
め
、
税
制
・
税
務
に

関
す
る
提
言
を
行
い
、
も
っ
て
適
正
・

公
平
な
申
告
納
税
制
度
の
維
持
・
発
展

と
税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄
与
す

る
と
共
に
、
地
域
企
業
と
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。」
と
掲
げ
て
い
る
。

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人

会
の
原
点
で
あ
る
「
税
」
に
関
す
る
活

動
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
組
織
・
財

政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
会
員
増

強
に
注
力
す
る
と
共
に
、
地
域
の
活
性

化
に
も
配
慮
し
つ
つ
以
下
に
掲
げ
る
諸

施
策
に
取
り
組
む
方
針
で
あ
る
。

Ⅱ　

主
な
事
業
計
画

１‌�

．
税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
・
改
善

等
を
図
る
事
業

⑴　

税
に
関
す
る
研
修・セ
ミ
ナ
ー
事
業

　

税
知
識
の
一
層
の
普
及
・
啓
発
に
努

め
る
こ
と
と
し
、
会
員
を
含
め
た
多
数

の
市
民
を
対
象
に
、
税
務
に
係
る
幅
広

い
知
識
の
普
及
、
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
向
上
、
及
び
経
営
・
財
政
を
取

り
巻
く
諸
問
題
の
改
善
を
目
的
と
し
た

研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

ま
た
、
電
子
帳
簿
保
存
法
の
理
解
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
定
着
、
電
子
申
告

（
e

－

T
a
x
）
の
普
及
な
ど
に
向
け

て
、
引
き
続
き
関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
・
研

修
会
の
開
催
に
注
力
す
る
。

⑵　

講
演
会
事
業

　
税
務
署
幹
部
職
員
、
大
学
教
授
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
様
々
な
視
点
か
ら
、

税
制
に
関
す
る
考
え
方
を
聞
く
こ
と
で

視
野
を
広
げ
、「
税
」
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
会
員
・
一
般
に

広
く
参
加
を
募
り
、
社
会
情
勢
等
に
即

し
た
テ
ー
マ
の
講
演
会
を
開
催
す
る
。

⑶　

租
税
教
育
事
業

　

次
世
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
に
税
の

仕
組
み
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

租
税
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。
新
潟
税

務
署
管
内
の
小
学
校
を
対
象
に
、
青
年

部
会
に
よ
る
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
設
備

を
活
用
し
た
「
租
税
教
室
」、
女
性
部

会
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
継
続
し
て
推
進
す
る
。

⑷　

税
の
広
報
事
業

　

改
正
税
法
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
電

子
帳
簿
保
存
法
、
税
務
申
告
の
情
報
な

ど
の
早
期
周
知
・
定
着
及
び
電
子
申
告

（
e

－

T
a
x
）
の
さ
ら
な
る
普
及
に

資
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し
て

い
く
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
必
要
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
掲
載
す
る
。
広
報

誌
は
、
公
共
施
設
や
金
融
機
関
窓
口
に

配
置
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
市
民
に
税

務
情
報
の
提
供
を
図
る
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
税
に
関

す
る
ク
イ
ズ
の
実
施
、
日
本
の
税
制
に

関
す
る
冊
子
の
配
布
な
ど
に
よ
り
、
市

民
に
税
制
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

事
業
を
継
続
す
る
。

⑸�　

税
の
調
査
研
究
（
支
援
を
含
む
）

及
び
社
会
へ
の
提
言
事
業

　

財
政
健
全
化
と
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
、
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
に
本
腰
を
い
れ
て
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
対

応
な
ど
の
社
会
構
造
の
変
化
と
諸
課
題

に
広
く
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
域
の
担
い
手

で
あ
る
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る

税
制
を
は
じ
め
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
建
設
的
な
提
言
を

行
っ
て
い
く
。

　

こ
の
事
業
と
し
て
、
会
員
各
社
の
税

に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
収
集
し
、
そ

の
意
見
・
要
望
を
も
と
に
、
税
制
改
正

要
望
を
取
り
ま
と
め
て
国
会
、
地
方
議

会
、
関
係
官
庁
に
向
け
て
提
言
し
て
い

く
活
動
を
県
連
・
全
法
連
と
連
携
し
て

進
め
て
い
く
。



6

NIIGATA　HOHJINKAI　KAIHOH

⑹�　

企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
向
上
施
策

　

企
業
の
内
部
統
制
の
強
化
や
経
理
水

準
の
向
上
は
、
企
業
の
成
長
や
税
務
リ

ス
ク
の
軽
減
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

国
税
当
局
等
と
協
力
し
て
製
作
し
た

「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
、

研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
時
に
活

用
し
、
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑺�　

e

－

T
a
x
の
普
及
及
び
定
着
に

つ
い
て
の
取
り
組
み

　

納
税
者
の
利
便
性
向
上
、
税
務
行
政

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
会
員
企
業
に

対
し
、
添
付
書
類
も
含
め
た
e

－

T
a
x
の
利
用
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

付
等
の
電
子
化
を
周
知
・
促
進
す
る
。

　

ま
た
、
会
員
企
業
は
、
添
付
書
類
も

含
め
て
e

－

T
a
x
に
よ
り
申
告
書
を

提
出
い
た
だ
く
よ
う
、
関
与
税
理
士
に

働
き
掛
け
を
行
う
。

２�

．
地
域
の
経
済
社
会
環
境
の
整
備
・

改
善
等
を
図
る
事
業

⑴　

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
事
業

　

地
域
社
会
の
活
性
化
等
を
目
的
に
、

会
員
及
び
一
般
を
対
象
に
、
政
治
経
済

情
報
、
健
康
情
報
、
福
祉
的
情
報
等
の

講
演
会
や
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。

　

講
師
は
、
政
治
・
経
済
学
者
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ア
ナ

リ
ス
ト
、
文
化
人
等
、
幅
広
い
分
野
の

専
門
家
の
中
か
ら
選
定
す
る
。

⑵�　

地
域
の
福
祉
問
題
や
環
境
問
題
な

ど
の
改
善
に
資
す
る
事
業

　

会
員
お
よ
び
市
民
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ

で
タ
オ
ル
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
福

祉
施
設
・
医
療
施
設
の
現
場
で
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
や
、
広
く
花
の
種
や
球

根
を
配
付
し
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
福
祉
問
題
や
環
境
問
題
の

改
善
へ
の
貢
献
を
図
る
。

　

ま
た
、
日
本
赤
十
字
新
潟
支
社
と
共

同
で
、社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
を
利
用

し
、
献
血
活
動
に
協
力
す
る
。

３�

．
会
員
支
援
の
た
め
の
親
睦
・
交
流

及
び
福
利
厚
生
に
資
す
る
事
業

⑴　

組
織
の
強
化
・
充
実

　

法
人
会
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
組
織
・
基
盤
強
化
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
会
員
数
を
維
持
・
増
加
を

図
る
た
め
の
諸
施
策
を
実
施
す
る
。

　

役
員
の
率
先
し
た
参
画
と
指
導
お
よ

び
協
力
保
険
会
社
３
社
と
の
連
携
強
化

に
よ
り
新
規
会
員
募
集
の
推
進
を
行
う

と
と
も
に
、
退
会
防
止
策
を
講
じ
る
等

の
対
応
策
を
展
開
す
る
。

　

法
人
会
事
務
局
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、

職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て
、
地

域
部
会
事
務
担
当
者
会
議
を
開
催
す
る
。

⑵　

広
報
活
動
の
充
実

　

会
報
の
年
３
回
発
刊
な
ど
に
よ
り
、

法
人
会
の
知
名
度
ア
ッ
プ
・
活
動
内
容

の
周
知
を
図
り
、
会
員
増
強
等
に
資
す

る
広
報
活
動
に
取
り
組
む
。

　

ポ
ス
タ
ー
･
新
聞
広
告
等
に
よ
る

P
R
を
行
う
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
用
等
の
広
報

活
動
を
展
開
す
る
。

⑶　

女
性
部
会
・
青
年
部
会
の
充
実

　

‌

①‌�　
「
女
性
部
会
の
あ
り
方（
指
針
）」

に
沿
っ
て
、
女
性
部
会
員
の
資
質

向
上
と
法
人
会
活
動
の
充
実
・
活

性
化
に
努
め
る
。

　
　

�　

税
の
啓
発
活
動
と
し
て
の
小
学

生
対
象
の
「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
食
品
ロ
ス
削

減
へ
の
取
組
み
の
検
討
な
ど
の
社

会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
進
め

る
。

　

②�‌　

青
年
部
会
の
活
動
と
し
て

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
設
備
を
活
用

し
た「
租
税
教
室
」を
推
進
し
、「
献

血
活
動
」、「
部
会
員
増
強
運
動
」、

「
健
康
経
営
推
進
」
等
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
積
極
的
な
展
開
を

図
る
。

　
　

�　

ま
た
、
青
年
部
会
の
部
会
員
を

対
象
と
し
て
実
施
す
る
全
法
連
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
シ
ス
テ
ム
の
普

及
・
活
用
に
努
め
る
。

⑷�　

法
人
会
会
員
の
福
利
厚
生
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業

　

会
員
企
業
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
資

す
る
た
め
、
ま
た
法
人
会
の
財
政
基
盤

の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、
協
力
保

険
会
社
３
社
と
の
一
層
の
連
携
強
化
に

よ
り
、
福
利
厚
生
制
度
の
充
実
、
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

⑸　

優
良
経
理
担
当
職
員
表
彰

　

会
員
企
業
の
経
理
業
務
に
永
年
の
功

労
が
あ
っ
た
担
当
者
に
対
し
、
新
潟
法

人
会
会
長
名
に
よ
り
「
優
良
経
理
担
当

職
員
表
彰
」
を
行
う
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
一
層
の
納
税
協
力

活
動
の
推
進
者
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
会
員
企
業
の
発
展
を
支
え
る
人
材

の
育
成
に
寄
与
す
る
。

４�‌

．
本
会
の
組
織
を
充
実
し
全
国
法
人

会
総
連
合
・
新
潟
県
法
人
会
連
合
会

と
連
携
強
化
を
図
る
事
業

　

会
員
支
援
の
た
め
に
、
異
業
種
交
流

の
一
環
と
し
て
、
会
員
間
の
情
報
交
換

や
相
互
の
親
睦
事
業
を
行
う
ほ
か
、
会

員
等
に
限
定
し
た
研
修
会
講
習
会
な
ど

の
事
業
を
行
う
。

５�

．
本
会
の
活
動
に
関
係
す
る
諸
官
公

庁
と
の
連
携
を
図
る
事
業

６�

．
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必

要
な
事
業
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〔第１号議案〕令和５年度 決算報告承認の件

貸　借　対　照　表
令和６年３月31日現在 （単位：円）

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減
Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　現金預金 37,162,539 35,599,432 1,563,107

　　　　　現金 102,775 131,739 △� 28,964

　　　　　普通預金 34,059,764 32,467,693 1,592,071

　　　　　定期預金 3,000,000 3,000,000 0

　　　　前払金 21,000 131,460 △� 110,460

　　　 【流動資産合計】 37,183,539 35,730,892 1,452,647

　２．固定資産

　　⑴　基本財産

　　　　　定期預金 5,000,000 5,000,000 0

　　　 【基本財産合計】 5,000,000 5,000,000 0

　　⑵　特定資産

　　　　　退職給付引当資産 3,380,344 2,856,719 523,625

　　　　　修繕積立引当資産 0 1,430,000 △� 1,430,000

　　　 【特定資産合計】 3,380,344 4,286,719 △� 906,375

　　⑶　その他固定資産

　　　　　建物 14,830,873 15,847,847 △� 1,016,974

　　　　　建物附属設備 737,690 518,039 219,651

　　　　　土地 43,913,266 43,913,266 0

　　　　　電話加入権 72,800 72,800 0

　　　　　保証金 50,000 50,000 0

　　　 【その他固定資産合計】 59,604,629 60,401,952 △� 797,323

　　　 【固定資産合計】 67,984,973 69,688,671 △� 1,703,698

　　　 【資産合計】 105,168,512 105,419,563 △� 251,051

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

　　　　　未払金 755,897 0 755,897

　　　　　預り金 395,766 409,014 △� 13,248

　　　 【流動負債合計】 1,151,663 409,014 742,649

　２．固定負債

　　　　　退職給付引当金 3,380,344 2,856,719 523,625

　　　 【固定負債合計】 3,380,344 2,856,719 523,625

　　　 【負債合計】 4,532,007 3,265,733 1,266,274

Ⅲ　正味財産の部

　１．基金

　　　　　基金 0 0 0

　２．指定正味財産

　　　 【指定正味財産合計】 0 0 0

　３．一般正味財産

　　⑴　代替基金 0 0 0

　　⑵　その他一般正味財産 100,636,505 102,153,830 △� 1,517,325

　　　 【一般正味財産合計】 100,636,505 102,153,830 △� 1,517,325

　　　　（うち基本財産への充当額） （� 5,000,000）（� 5,000,000）（� 0）

　　　　（うち特定資産への充当額） （� 0）（� 1,430,000）（△� 1,430,000）

　　　 【正味財産合計】 100,636,505 102,153,830 △� 1,517,325

　　　 【負債及び正味財産合計】 105,168,512 105,419,563 △� 251,051
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NIIGATA　HOHJINKAI　KAIHOH

科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
　　（管理費のうち事業費配賦額） 27,866,285 24,509,272 3,357,013
　　　　役員報酬 2,141,400 2,211,120 △� 69,720
　　　　給料手当 10,718,532 11,978,391 △� 1,259,859
　　　　退職給付費用 450,318 587,701 △� 137,383
　　　　福利厚生費 2,035,192 2,197,681 △� 162,489
　　　　事務委託費 765,400 0 765,400
　　　　旅費交通費 554,648 1,402,347 △� 847,699
　　　　通信運搬費 453,750 343,926 109,824
　　　　減価償却費 889,202 871,865 17,337
　　　　消耗品費 824,581 746,513 78,068
　　　　修繕費 1,352,780 175,433 1,177,347
　　　　印刷製本費 31,691 60,561 △� 28,870
　　　　燃料費 14,407 14,632 △� 225
　　　　光熱水料費 363,202 418,400 △� 55,198
　　　　保険料 70,636 73,003 △� 2,367
　　　　租税公課 771,859 771,691 168
　　　　リース料 1,321,880 1,327,334 △� 5,454
　　　　事務所管理費 791,972 765,694 26,278
　　　　委託費 3,592,575 0 3,592,575
　　　　支払手数料 631,367 427,858 203,509
　　　　雑費 90,893 135,122 △� 44,229
　　管理費 7,744,529 6,940,277 804,252
　　　　役員報酬 348,600 278,880 69,720
　　　　給料手当 1,744,878 1,510,789 234,089
　　　　退職給付費用 73,307 74,124 △� 817
　　　　福利厚生費 331,309 277,185 54,124
　　　　事務委託費 124,600 890,000 △� 765,400
　　　　旅費交通費 90,292 176,873 △� 86,581
　　　　通信運搬費 73,866 43,379 30,487
　　　　減価償却費 169,371 166,070 3,301
　　　　消耗品費 134,233 94,155 40,078
　　　　修繕費 220,220 22,127 198,093
　　　　印刷製本費 5,159 7,639 △� 2,480
　　　　燃料費 2,345 1,846 499
　　　　光熱水料費 59,126 52,771 6,355
　　　　保険料 11,499 9,207 2,292
　　　　租税公課 147,021 146,989 32
　　　　リース料 215,190 167,410 47,780
　　　　事務所管理費 128,926 96,574 32,352
　　　　委託費 584,837 53,863 530,974
　　　　支払手数料 102,781 53,965 48,816
　　　　会議費 2,466,979 2,254,846 212,133
　　　　　総会費 1,324,338 1,309,991 14,347
　　　　　役員会費 984,493 818,935 165,558
　　　　　委員会費 29,200 31,780 △� 2,580
　　　　　その他会議費 128,948 94,140 34,808
　　　　諸会費 463,900 485,050 △� 21,150 県連、商工会議所他
　　　　渉外慶弔費 25,000 59,493 △� 34,493
　　　　表彰費 206,293 0 206,293
　　　　雑費 14,797 17,042 △� 2,245
　　経常費用計（B） 56,289,613 56,206,368 83,245
　　当期経常増減額（Ａ－Ｂ） △� 1,517,325 △� 364,375 △� 1,152,950

　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　固定資産売却益
　　　固定資産受贈益
　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用
　　　固定資産売却損
　　　固定資産除却損
　　　災害損失
　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　税引前当期一般正味財産増減額 △� 1,517,325 △� 364,375 △� 1,152,950
　　　法人税、住民税及び事業税 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 △� 1,517,325 △� 364,375 △� 1,152,950
　　　一般正味財産期首残高 102,153,830 102,518,205 △� 364,375
　　　一般正味財産期末残高 100,636,505 102,153,830 △� 1,517,325
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　受取補助金等 20,556,700 20,822,200 △� 265,500
　　　受取全法連助成金 20,556,700 20,822,200 △� 265,500
　　一般正味財産への振替額 △� 20,556,700 △� 20,822,200 265,500
　　　一般正味財産への振替額 △� 20,556,700 △� 20,822,200 265,500
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 100,636,505 102,153,830 △� 1,517,325
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通常総会特集
〔第１号議案〕令和５年度 決算報告承認の件

令和５年度正味財産増減計算書
令和５年４月１日から令和６年３月31日まで （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　基本財産運用益 100 100 0
　　　　基本財産受取利息 100 100 0
　　特定資産運用益 29 39 △� 10
　　　　特定資産受取利息 29 39 △� 10
　　受取会費 28,948,240 29,365,040 △� 416,800
　　　　正会員受取会費 28,851,240 29,270,640 △� 419,400
　　　　賛助会員受取会費 97,000 94,400 2,600
　　事業収益 3,008,345 3,010,890 △� 2,545
　　　　会員親睦事業収益 2,373,500 2,294,000 79,500 懇親会等会費収入
　　　　青年・女性部会事業収益 634,845 716,890 △� 82,045 青年・女性部会会費収入
　　受取補助金等 22,468,700 22,662,200 △� 193,500
　　　　受取全法連助成金振替額（A） 20,556,700 20,822,200 △� 265,500
　　　　受取全法連助成金（B） 440,000 350,000 90,000
　　　　受取全法連補助金（B） 302,000 320,000 △� 18,000 会員増強支援･福利厚生推進補助
　　　　受取県連補助金（B） 1,170,000 1,170,000 0
　　雑収益 346,874 803,724 △� 456,850
　　　　受取利息 488 505 △� 17
　　　　雑収益 346,386 803,219 △� 456,833
　　経常収益計（A） 54,772,288 55,841,993 △� 1,069,705
　　⑵　経常費用
　　事業費 48,545,084 49,266,091 △� 721,007
　　（税に関する研修会事業） 1,973,443 4,077,208 △� 2,103,765
　　　　会場費 116,135 114,082 2,053
　　　　資料費 934,442 1,146,530 △� 212,088
　　　　諸謝金 135,096 183,392 △� 48,296
　　　　通信運搬費 195,502 199,921 △� 4,419
　　　　消耗品費 184,721 104,691 80,030
　　　　印刷製本費 348,147 455,087 △� 106,940
　　　　委託費 59,400 1,873,505 △� 1,814,105
　　（税法税務に関する教材作成配布事業） 2,482,416 2,658,171 △� 175,755
　　　　資料費 2,482,416 2,085,221 397,195
　　　　委託費 0 572,950 △� 572,950
　　（租税教育事業） 934,265 983,224 △� 48,959
　　　　委員会費 21,626 29,340 △� 7,714
　　　　旅費交通費 56,000 42,000 14,000
　　　　通信運搬費 46,397 41,964 4,433
　　　　消耗品費 443,904 500,017 △� 56,113
　　　　印刷製本費 297,406 289,903 7,503
　　　　支払負担金 68,932 80,000 △� 11,068
　　（税の広報事業） 101,652 192,057 △� 90,405
　　　　新聞掲載費 22,000 22,000 0
　　　　委託費 0 87,738 △� 87,738
　　　　支払負担金 79,652 82,319 △� 2,667
　　（会報発行事業） 2,602,155 3,275,086 △� 672,931
　　　　会報作成費 2,526,425 2,556,202 △� 29,777
　　　　委員会費 75,730 58,450 17,280
　　　　委託費 0 660,434 △� 660,434
　　（税制改正提言事業） 68,533 67,210 1,323
　　　　調査研究費 60,533 50,850 9,683
　　　　委員会費 8,000 16,360 △� 8,360
　　（地域社会経営支援研修事業） 3,359,832 4,051,509 △� 691,677
　　　　会場費 607,515 587,332 20,183
　　　　資料費 1,059,350 736,020 323,330
　　　　諸謝金 979,235 1,717,071 △� 737,836
　　　　通信運搬費 70,478 103,522 △� 33,044
　　　　消耗品費 184,924 112,882 72,042
　　　　印刷製本費 381,930 235,962 145,968
　　　　委託費 59,400 550,220 △� 490,820
　　　　支払負担金 17,000 8,500 8,500
　　（地域社会の経済経営に関する教材作成配布事業） 1,353,000 1,661,776 △� 308,776
　　　　資料費 1,353,000 1,358,500 △� 5,500
　　　　委託費 0 303,276 △� 303,276
　　（地域社会貢献活動事業） 2,149,960 2,417,382 △� 267,422
　　　　会場費 870,787 873,189 △� 2,402
　　　　諸謝金 842,946 1,033,175 △� 190,229
　　　　新聞掲載費 22,000 22,000 0
　　　　委員会費 12,000 24,000 △� 12,000
　　　　通信運搬費 19,708 17,971 1,737
　　　　消耗品費 285,994 114,000 171,994
　　　　印刷製本費 96,525 175,725 △� 79,200
　　　　委託費 0 157,322 △� 157,322
　　（組織基盤強化のための支援事業） 350,832 613,352 △� 262,520
　　　　会員増強推進費 350,832 613,352 △� 262,520
　　　　委員会費 0 0 0
　　（会員支援事業） 646,012 631,408 14,604
　　　　会員表彰事業費 587,012 617,248 △� 30,236
　　　　委員会費 59,000 14,160 44,840
　　（会員交流事業） 4,615,621 4,064,741 550,880
　　　　会員交流費 4,615,621 4,064,741 550,880
　　（会員の福利厚生の推進に関する事業） 41,078 63,695 △� 22,617
　　　　福利厚生事業費 41,078 63,695 △� 22,617
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NIIGATA　HOHJINKAI　KAIHOH

科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
　　　　退職給付費用 628,140 385,585 242,555
　　　　福利厚生費 2,065,350 2,048,200 17,150
　　　　事務委託費 750,270 744,040 6,230
　　　　旅費交通費 843,000 836,000 7,000
　　　　通信運搬費 337,200 359,480 △� 22,280
　　　　リース料 1,299,906 1,287,440 12,466
　　　　減価償却費 884,442 884,442 0
　　　　消耗品費 758,700 727,320 31,380
　　　　修繕費 67,440 41,800 25,640
　　　　印刷製本費 84,300 83,600 700
　　　　燃料費 25,290 25,080 210
　　　　光熱水料費 337,200 359,480 △� 22,280
　　　　保険料 69,294 68,728 566
　　　　租税公課 771,691 771,691 0 固定資産税
　　　　委託費 3,624,900 3,556,344 68,556
　　　　事務所管理費 741,840 735,680 6,160
　　　　支払手数料 783,990 434,720 349,270
　　　　雑費 101,160 100,320 840
　　管理費 7,913,429 8,001,332 △� 87,903
　　　　役員報酬 390,930 408,360 △� 17,430
　　　　給料手当 1,915,400 2,050,000 △� 134,600
　　　　退職給付費用 116,985 75,640 41,345
　　　　福利厚生費 384,650 401,800 △� 17,150
　　　　渉外慶弔費 50,000 50,000 0
　　　　表彰費 30,000 80,000 △� 50,000
　　　　事務委託費 139,730 145,960 △� 6,230
　　　　会議費 2,420,000 2,320,000 100,000
　　　　　総会費 1,400,000 1,400,000 0
　　　　　役員会費 900,000 800,000 100,000
　　　　　委員会費 20,000 20,000 0
　　　　　その他会議費 100,000 100,000 0
　　　　旅費交通費 157,000 164,000 △� 7,000
　　　　通信運搬費 62,800 70,520 △� 7,720
　　　　リース料 242,094 252,560 △� 10,466
　　　　減価償却費 168,465 168,465 0
　　　　消耗品費 141,300 142,680 △� 1,380
　　　　修繕費 12,560 8,200 4,360
　　　　印刷製本費 15,700 16,400 △� 700
　　　　燃料費 4,710 4,920 △� 210
　　　　光熱水料費 62,800 70,520 △� 7,720
　　　　保険料 12,906 13,482 △� 576
　　　　租税公課 146,989 146,989 0 固定資産税
　　　　諸会費 460,300 463,900 △� 3,600 県連、商工会議所他
　　　　委託費 675,100 697,656 △� 22,556
　　　　事務所管理費 138,160 144,320 △� 6,160
　　　　支払手数料 146,010 85,280 60,730
　　　　雑費 18,840 19,680 △� 840
　　経常費用計（B） 54,575,012 55,027,722 △� 452,710
　　当期経常増減額（Ａ－Ｂ） 29,218 14,708 14,510

　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　固定資産売却益
　　　固定資産受贈益
　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用
　　　固定資産売却損
　　　固定資産除却損
　　　災害損失
　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　税引前当期一般正味財産増減額 29,218 14,708 14,510
　　　法人税、住民税、および事業税 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 29,218 14,708 14,510
　　　一般正味財産期首残高 100,636,505 100,621,797 14,708
　　　一般正味財産期末残高 100,665,723 100,636,505 29,218
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　受取補助金等 20,153,500 20,822,200 △� 668,700
　　　受取全法連助成金 20,153,500 20,822,200 △� 668,700
　　一般正味財産への振替額 △� 20,153,500 △� 20,822,200 668,700
　　　一般正味財産への振替額 △� 20,153,500 △� 20,822,200 668,700
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 100,665,723 100,636,505 29,218
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通常総会特集
〔理事会承認事項〕令和６年度収支予算

令和６年度収支予算書（損益計算ベース）
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　基本財産運用益 100 100 0
　　　　基本財産受取利息 100 100 0
　　特定資産運用益 30 30 0
　　　　特定資産受取利息 30 30 0
　　受取会費 29,300,000 29,690,000 △� 390,000
　　　　正会員受取会費 29,200,000 29,600,000 △� 400,000
　　　　賛助会員受取会費 100,000 90,000 10,000
　　事業収益 3,430,000 3,145,000 285,000
　　　　会員親睦事業収益 2,800,000 2,500,000 300,000 懇親会等会費収入
　　　　青年・女性部会事業収益 630,000 645,000 △� 15,000 青年・女性部会会費収入
　　受取補助金等 21,773,500 22,156,700 △� 383,200
　　　　受取全法連助成金振替額（A） 20,153,500 20,556,700 △� 403,200
　　　　受取全法連助成金（B） 350,000 350,000 0
　　　　受取全法連補助金（B） 100,000 80,000 20,000 会員増強支援
　　　　受取県連補助金（B） 1,170,000 1,170,000 0
　　雑収益 100,600 50,600 50,000
　　　　受取利息 600 600 0
　　　　雑収益 100,000 50,000 50,000
　　経常収益計（A） 54,604,230 55,042,430 △� 438,200
　　⑵　経常費用
　　事業費 46,661,583 47,026,390 △� 364,807
　　（税に関する研修会事業） 2,119,400 2,359,400 △� 240,000
　　　　会場費 130,000 150,000 △� 20,000
　　　　資料費 1,100,000 1,200,000 △� 100,000
　　　　諸謝金 70,000 200,000 △� 130,000
　　　　通信運搬費 180,000 180,000 0
　　　　消耗品費 180,000 120,000 60,000
　　　　印刷製本費 400,000 450,000 △� 50,000
　　　　委託費 59,400 59,400 0
　　（税法税務に関する教材作成配布事業） 1,860,000 2,200,000 △� 340,000
　　　　資料費 1,860,000 2,200,000 △� 340,000
　　（租税教育事業） 991,000 1,116,000 △� 125,000
　　　　委員会費 30,000 30,000 0
　　　　旅費交通費 50,000 60,000 △� 10,000
　　　　通信運搬費 45,000 40,000 5,000
　　　　消耗品費 260,000 500,000 △� 240,000
　　　　印刷製本費 280,000 360,000 △� 80,000
　　　　支払負担金 126,000 126,000 0
　　　　委託費 200,000 0 200,000 租税教室講師用ツール作成
　　（税の広報事業） 102,000 108,000 △� 6,000
　　　　新聞掲載費 22,000 22,000 0
　　　　支払負担金 80,000 86,000 △� 6,000
　　（会報発行事業） 2,560,000 2,620,000 △� 60,000
　　　　会報作成費 2,500,000 2,580,000 △� 80,000
　　　　委員会費 60,000 40,000 20,000
　　（税制改正提言事業） 70,000 80,000 △� 10,000
　　　　調査研究費 60,000 60,000 0
　　　　委員会費 10,000 20,000 △� 10,000
　　（地域社会経営支援研修事業） 3,709,400 4,099,400 △� 390,000
　　　　会場費 600,000 600,000 0
　　　　資料費 900,000 1,000,000 △� 100,000
　　　　諸謝金 1,650,000 2,000,000 △� 350,000
　　　　通信運搬費 50,000 50,000 0
　　　　消耗品費 190,000 120,000 70,000
　　　　印刷製本費 250,000 250,000 0
　　　　委託費 59,400 59,400 0
　　　　支払負担金 10,000 20,000 △� 10,000
　　（地域社会の経済経営に関する教材作成配布事業） 1,500,000 1,500,000 0
　　　　資料費 1,500,000 1,500,000 0
　　（地域社会貢献活動事業） 1,932,000 1,872,000 60,000
　　　　会場費 500,000 500,000 0
　　　　諸謝金 1,000,000 1,000,000 0
　　　　新聞掲載費 22,000 22,000 0
　　　　委員会費 20,000 20,000 0
　　　　通信運搬費 30,000 20,000 10,000
　　　　消耗品費 260,000 260,000 0
　　　　印刷製本費 100,000 50,000 50,000
　　（組織基盤強化のための支援事業） 520,000 520,000 0
　　　　会員増強推進費 500,000 500,000 0
　　　　委員会費 20,000 20,000 0
　　（会員支援事業） 660,000 770,000 △� 110,000
　　　　会員表彰事業費 600,000 740,000 △� 140,000
　　　　委員会費 60,000 30,000 30,000
　　（会員交流事業） 4,030,000 3,700,000 330,000
　　　　会員交流費 4,000,000 3,700,000 300,000
　　　　租税公課 30,000 0 30,000 消費税
　　（会員の福利厚生制度推進に関する事業） 50,000 100,000 △� 50,000
　　　　福利厚生事業費 50,000 100,000 △� 50,000
　　（管理費のうち事業費配賦額） 26,557,783 25,981,590 576,193
　　　　役員報酬 2,099,070 2,081,640 17,430
　　　　給料手当 10,284,600 10,450,000 △� 165,400
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【 理事 】

役名 氏　名 法　人　名

会長 並　木　富士雄 ㈱第四北越フィナンシャルグループ

副会長 高 橋 秀 松 ㈱髙助

〃 廣 瀬 徳 男 ㈱廣瀬

〃 関　本　喜代一 ㈱関本製麺製粉工場

〃 高 橋 尚 子 ㈱タカヨシ

〃 金 井 利 郎 金井度量衡㈱

常任理事 伊 藤　　 尚 ㈲丸五商会

〃 栗 田　　 浩 ㈱栗田工務店

〃 海 津 直 矢 白根測量設計㈱

〃 横 山 山 人 越後工業㈱

〃 齋 藤 昭 三 ㈱山市

〃 伊 藤 正 弘 ㈱北辰鑑定リサーチ

〃 廣 田 幹 人 新潟綜合警備保障㈱

〃 山 口 正 人 ㈲山口建築事務所

〃 坪 谷 寛 行 日本海不動産㈱

〃 村 山 栄 一 大協リース㈱

〃 山　作　奈穂子 ㈱田代商会

〃 田 中 健 一 ㈱クオリス

〃 田 中 陽 子 ㈲エイム

理事 白 井 一 止 （一社）新潟県自動車整備振興会

〃 蛭 子 克 己 ㈱新潟日報社

〃 福 田 勝 之 （一社）新潟市建設業協会

〃 外 山 洋 史 ㈱トカン

〃 本 間 達 郎 ㈱本間組

役名 氏　名 法　人　名

理事 村 瀬 昌 志 ㈱いりやまと

〃 平 澤 利 明 昭栄産業㈱

〃 綿 井 伸 行 ㈱新潟関屋自動車学校

〃 津 野 芳 彰 マイコロジーテクノ㈱

〃 吉 田 竹 史 ㈱吉運堂

〃 関 本 浩 司 セキモト㈱

〃 鈴 木 元 近 ㈱シグマネット

〃 碓 井 勝 尋 ㈱フィール

〃 川 口 栄 介 富士タクシー㈱

〃 後 藤　　 透 金清木材㈱

〃 佐 藤 信 久 ㈱千代田設備

〃 大 杉 一 文 ㈱オオスギテック

〃 梶　山　美佐男 新潟通信機㈱

〃 堀 川 吉 明 堀川建設㈱

〃 坂 上 隆 行 （福）敬世会 あがのこども園

〃 櫛 谷　　 努 クシヤ㈱

〃 樋 口 宏 子 双峰通信工業㈱

〃 佐 藤 貴 洋 ㈱佐藤商会

〃 高 橋 純 子 ㈱DI Palette

〃 遠 山　　 亮 新潟県印刷工業組合

〃 本 間 健 二 ㈱丸屋本店

〃 高 橋　　 剛 ㈱シゲル・コーポレーション

〃 本 間 健 夫 ㈱江口屋

〃 清 水 智 彦 ㈲エルエイジ―

役名 氏　名 法　人　名

理事 佐 藤 久 栄 丸榮製粉㈱

〃 鈴 木 壽 男 ㈱スズキ紙器

〃 阿 部 隆 一 富士印刷㈱

〃 宗 村 勇 二 ㈲ムネケン

〃 篠 澤 貴 徳 東邦実業㈱

〃 髙 口 和 則 ㈱髙口又四郎商店

専務理事 小 田 敏 博 （公社）新潟法人会

【 監事 】

役名 氏　名 法　人　名

監事 田 中 一 昭 ㈱田中石油

〃 梅 川 正 志 木山産業㈱

令和６年６月	 役員は非常勤（専務理事：常勤）　　　　　　は新任

役　　員　　名　　簿

監　　事　２名 会　　長　１名
副 会 長　５名
常任理事　13名
理　　事　35名
専務理事　１名

　　　　　55名
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シ
ョ
ン
～
税
務
行
政
の
将
来
像

２
０
２
３
～
」
を
公
表
し
、
税
務
を
起

点
と
し
た
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
新
潟
法
人
会
会
員

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
更
な
る
推
進
や
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
等
の
納
付
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

等
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
新

潟
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご 挨 拶署 長新

新潟法人会の皆さん こんにちは！
新潟税務署長　知野　儀行 氏

ち の よし  ゆき

　

本
年
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
関

東
信
越
国
税
局
課
税
第
二
部
次
長
か
ら

新
潟
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た

知
野
儀
行
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
新
潟
県
出
身
で
、
令
和
２
年
の

巻
税
務
署
長
以
来
４
年
ぶ
り
の
新
潟
県

勤
務
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
新
潟
法
人
会
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ

た
り
、深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
「
よ

き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
」
と

し
て
税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
、申
告
納
税
制
度
の
維
持
・

発
展
と
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に

と
っ
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

各
種
研
修
会
の
開
催
、
青
年
部
会
を

中
心
と
し
た
租
税
教
室
、
女
性
部
会
を

中
心
と
し
た
「
税
に
関
す
る
絵
ハ
ガ
キ

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
法
人
会
活
動
を
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
皆
様
の
活
動
は
、
税
知
識

の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
だ
け
で
な

く
、
地
域
企
業
と
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
重

ね
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

当
署
に
お
い
て
は
本
年
７
月
か
ら
内

部
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
を
図
る
と

と
も
に
、
納
税
者
の
皆
様
の
利
便
性
や

調
査
・
徴
収
事
務
の
高
度
化
を
目
指
す

べ
く
内
部
事
務
を
集
約
処
理
す
る
た
め

「
関
東
信
越
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー
新

潟
分
室
」に
よ
る「
内
部
事
務
セ
ン
タ
ー

化
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
納
税
者
の
皆
様

に
対
し
、
電
話
や
文
書
に
よ
る
お
問
い

合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
当
局
で
は
、「
税
務
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

前列　知野儀行署長、後列　左より五十嵐記子副署長、
大平朗統括国税調査官、本間正己上席国税調査官
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〔転　　入〕
署長 知野　儀行 局課税二部次長

副署長（法人・酒） 五十嵐記子 庁課税部法人課税課補佐

総務課長 石川　　勲 三条署
総務課長

税務広報広聴官 渡邉　博行 長岡署
酒類指導官

税務広報広聴官 坂井　　愛 三条署
法人課税第一部門総括上席国税調査官

特別国税調査官（法人） 馬田　茂喜 水戸署
総務課長

特別国税調査官（法人） 藤田　　栄 長岡署
法人課税第一部門統括国税調査官

特別国税調査官（源泉） 五十嵐義之 諏訪署
特別国税調査官（法人）

法人課税第一部門統括国税調査官 大平　　朗 松本署
法人課税第一部門統括国税調査官

法人課税第五部門統括国税調査官 中村　博幸 村上署
法人課税部門上席国税調査官

情報技術専門官（法人） 土田　　正 高崎署
法人課税第三部門統括国税調査官

〔転　　出〕
浦和署
酒指導官上席国税調査官 田中　　豊 署長

栃木署
副署長 小山田暢樹 副署長（法人・酒）

局相談室相談官 杉本　謙一 総務課長

前橋署
税務広報広聴官 殿木紗斗美 税務広報広聴官

浦和署
特別国税調査官（総合） 小出　良友 特別国税調査官（法人）

巻署
法人課税上席国税調査官 景山　浩之 特別国税調査官（法人）

大宮署
特別国税調査官（法人） 清水　賢明 特別国税調査官（法人）

長岡署
特別国税調査官（法人） 川崎　智久 特別国税調査官（源泉）

沼田署
総務課長 羽賀　智信 法人課税第一部門統括国税調査官

高崎署
法人課税第六部門統括国税調査官 宮本　鉄也 法人課税第二部門統括国税調査官

局課税二部統括国税調査官（諸税担当）主査 桑原　宏典 法人課税第五部門統括国税調査官

富岡署
法人課税部門統括国税調査官 山岸　秀雄 法人課税第七部門統括国税調査官

村上署
法人課税部門統括国税調査官 桐生　直樹 情報技術専門官（法人）

長岡署
審理専門官（法人） 古川　信幸 審理専門官（法人）

〔署内異動〕
総務課長補佐 齋藤　雄介 酒類指導官総括上席国税調査官

新潟署
徴収第二部門統括国税徴収官 小林　鉄平 総務課長補佐

新潟署
法人課税第二部門統括国税調査官 澁谷　敬之 税務広報広聴官

新潟署
法人課税第四部門統括国税調査官 関口　昌典 特別国税調査官（総合）上席国税調査官

審理専門官（法人） 森口　徹仁 法人課税第四部門統括国税調査官

新潟税務署人事異動（法人関係） 令和６年７月
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―
本
日
は
、
新
潟
を
拠
点
に
地
域
活

性
化
を
目
指
し
て
活
動
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｌ
ｉ
ｌ
ｙ
＆
Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ
Ｓ̓
」
理
事

長
と
し
て
ご
活
躍
す
る
山
田
彩
乃
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
す
。
山
田
さ
ん
は
群
馬
県

ご
出
身
の
よ
う
で
す
が
、
な
ぜ
新
潟
で
子

ど
も
食
堂
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

　

新
潟
に
は
大
学
進
学
を
機
に
、
10
代
の

頃
か
ら
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
。
大
学
在
学

中
に
出
会
っ
た
の
が
、
地
域
活
性
化
に
向

け
た
活
動
を
展
開
す
る
団
体
・
Ｌ
ｉ
ｌ
ｙ

＆
Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ
Ｓ̓
で
す
。
地
域
活
性
化

や
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
く
中

で
、
教
員
を
目
指
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
い
つ
か
教
育
や
子
ど
も

に
関
連
す
る
事
業
が
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。「
ま
ず
は
い
ろ
い
ろ
な
子
ど

も
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
え
る
場

所
づ
く
り
を
始
め
よ
う
」
と
い
う

気
持
ち
で
、
２
０
２
１
年
５
月
に

「
地
球
の
子
供
食
堂
と
宿
題

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ふ
る
ま
ち
本
店
」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
家
族
の
形

や
保
護
者
の
働
き
方
が
多
様
に

な
っ
た
今
こ
そ
、
子
ど
も
食
堂
が

必
要
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

―
こ
と
し
５
月
に
は
「
地
球

の
子
供
食
堂
と
宿
題
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

ひ
が
し
く
店
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
と
の
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
食
堂

は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
す
か
？

　

現
在
、日
本
各
地
で
子
ど
も
食
堂
は
９
，

０
０
０
箇
所
ほ
ど
営
業
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
運
営
頻
度
は
食
堂
に
よ
っ

て
異
な
り
、
週
に
一
度
と
い
う
施
設
も
あ

れ
ば
、
月
に
２
、３
回
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
無
償
ま
た
は

低
価
格
で
食
事
を
提
供
す
る
の
が
子
ど
も

食
堂
の
役
割
で
す
。

―
「
地
球
の
子
供
食
堂
と
宿
題

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

３
年
前
か
ら
営
業
し
て
い
る
ふ
る
ま
ち

このシリーズは新潟発で活躍されている方々をご紹介いたします。

シリーズ

にいがた発見人人
「
食
べ
て
、
遊
ん
で
、
学
べ
る

子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
居
場
所
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｌ
ｉ
ｌｙ
＆
Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ
Ｓ̓
理
事
長

�

山
田
　
彩
乃
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新
潟
大
学
卒
業
（
理
科
教
員
免
許
取
得
）
後
、（
株
）Ｓ
ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ 

Ｈ
Ｄ
に
入
社
し「
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
」と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。「
2
0
1
5 

Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ 

Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
日
本
代
表
と
し
て
世
界
大
会
に
出
場
。

地
球
環
境
問
題
を
発
信
し
て
い
く
活
動
や
芸
能
事
務
所
「
リ
リ
マ
リ
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
」
の
代
表
と
し
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
行
う
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｌ
ｉ
ｌ
ｙ
＆
Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ
S̓
の
理
事
長
を
務
め
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
商
品
開
発
な
ど
を
通
し
地
域
活
性
化
を
目
指
す
他
、

2
0
2
1
年
５
月
に
は「
地
球
の
子
供
食
堂
と
宿
題
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ふ
る
ま
ち
本
店
」、

2
0
2
4
年
５
月
に
は
新
潟
市
東
区
役
所
内
に
姉
妹
店
を
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
。 

自
身

が
か
ね
て
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
た
教
育
分
野
に
も
活
動
を
広
げ
る
。

そ
の
他
、
モ
デ
ル
教
育
・
地
域
貢
献
・
講
演
会
・
理
科
授
業
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
活
動
中
。

⬅�サポーターに
興味のある方
はこちらへ
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ひ
が
し
く
店
も
同
じ
で
す
。
食
事
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
施
設
内
に
い
る
の
で
、
学
校
の
勉
強
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
一
緒
に
物
づ
く
り

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
過
ご
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。
食
事
、
勉
強
、
遊
び
は
も
ち
ろ
ん
、

他
校
の
学
生
や
大
人
た
ち
と
の
交
流
も
楽

し
め
る
子
ど
も
食
堂
で
す
。

―
毎
日
何
名
ほ
ど
の
子
ど
も
が
利
用

さ
れ
ま
す
か
？

　

ふ
る
ま
ち
本
店
は
１
日
平
均
25
名
ほ

ど
。
ひ
が
し
く
店
は
大
人
を
含
め
て
40
名

か
ら
50
名
く
ら
い
が
集
ま
り
ま
す
。
ひ
が

し
く
店
は
２
０
２
４
年
５
月
17
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
開
店
し
て

一
ヶ
月
で
子
ど
も
た
ち
の
登
録
が
５
０
０

名
を
超
え
て
、
反
響
の
大
き
さ
に
驚
き
ま

し
た
。
利
用
者
登
録
は
高
校
生
ま
で
が
対

象
で
す
か
ら
、
付
き
添
い
の
保
護
者
も
含

め
る
と
さ
ら
に
多
く
の
方
が
利
用
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

提
供
す
る
食
事
は
、
現
在
は
50
食
が
目

安
。
売
り
切
れ
た
ら
お
し
ま
い
と
し
て
い

ま
す
が
、「
ど
う
し
て
も
食
べ
た
い
」
と

い
う
方
が
い
た
ら
、
寄
付
の
レ
ト
ル
ト
食

品
を
温
め
た
り
、
冷
凍
ご
飯
を
温
め
て
提

供
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
厳
し
い
環
境
下
で
も
継
続
で
き
て

い
る
秘
訣
は
何
で
す
か
？

　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
場
所
を

作
り
た
い
」
と
い
う
、
同
じ
思
い
を
持
つ

企
業
や
個
人
の
方
が
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
こ
と
が
継
続
で
き
て
い
る
一
番
の
要
因

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
定
的
に
資

金
を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
ず
は
月
々

１
，０
０
０
円
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
１
，

０
０
０
人
集
め
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
サ
ポ
ー
タ
ー
は
30

人
ほ
ど
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
し
て
長
年
活
動

し
て
き
た
経
験
を
生
か
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
活
用
し
て
取
り
組
み
を
多
く
の
方
に
発

信
し
、
地
道
に
応
援
し
て
く
れ
る
方
を
集

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
そ
の
他
に
も
大
変
な
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

毎
日
営
業
す
る
た
め
に
食
事
を

つ
く
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
変
で

す
。
ふ
る
ま
ち
本
店
の
営
業
を
始

め
る
前
に
、
調
理
の
手
間
を
ど
う

や
っ
て
解
決
し
よ
う
か
な
と
考
え

た
と
き
に
「
隣
に
飲
食
店
を
作
っ

ち
ゃ
え
！
」
と
思
い
浮
か
び
、
株

式
会
社
Ｓ
ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ 

Ｈ
Ｄ
で
飲
食
店
を
始
め
、
毎
日
そ

こ
で
食
事
を
作
っ
て
も
ら
う
と
い

う
流
れ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ひ
が

し
く
店
に
つ
い
て
は
子
ど
も
食
堂

の
た
め
の
厨
房
を
作
り
、
店
長
が

料
理
を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

―
人
員
の
確
保
も
難
し
そ
う

で
す
ね
。

　
「
地
球
の
子
供
食
堂
と
宿
題

本
店
は
水
曜
定
休
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

他
の
曜
日
は
毎
日
16
時
か
ら
20
時
ま
で
営

業
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
、
毎
日
営

業
し
て
い
る
子
ど
も
食
堂
は
滅
多
に
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
、
子
ど
も
食
堂
専
用
の

場
所
を
設
け
て
運
営
し
て
い
る
と
い
う
ス

タ
イ
ル
自
体
が
、と
て
も
珍
し
い
の
で
す
。

子
ど
も
食
堂
に
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
あ

り
、
移
動
販
売
で
ご
飯
を
提
供
し
た
り
、

お
寺
で
お
に
ぎ
り
を
配
っ
た
り
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

私
た
ち
の
活
動
の
特
徴
は
、「
常
設
さ
れ

た
子
ど
も
食
堂
」
と
言
え
ま
す
ね
。

―
年
齢
制
限
や
料
金
体
系
は
？

　

勉
強
や
遊
び
場
と
し
て
は
高
校
生
ま
で

が
自
由
に
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。食
事
は
中
学
３
年
生
ま
で
は
無
料
。

高
校
生
は
３
０
０
円
、
同
伴
さ
れ
た
保
護

者
の
方
は
５
０
０
円
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
食
事
の
料
金
は
ふ
る
ま
ち
本
店
も
、

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
の
運
営
を
支
え
て
い
る
の
は

学
生
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
ひ

が
し
く
店
で
あ
れ
ば
、
新
潟
県
立
大
学
や

新
潟
医
療
福
祉
大
学
。
ふ
る
ま
ち
本
店
は

新
潟
大
学
や
青
陵
大
学
な
ど
、
近
く
の
大

学
の
学
生
を
募
り
、
一
緒
に
運
営
し
て
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
る
学

生
さ
ん
に
も
同
じ
食
事
を
提
供
で
き
ま
す

し
、
学
生
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
活
動

に
参
加
す
る
事
や
子
ど
も
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
学
び
に
役
立
つ
と
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の
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。「
勉
強
を
教
え

な
き
ゃ
」「
面
倒
を
見
な
く
ち
ゃ
」
と
い

う
思
い
で
接
す
る
の
で
は
な
く
、「
子
ど

も
た
ち
か
ら
学
ぼ
う
」
と
い
う
前
向
き
な

意
欲
を
持
っ
て
参
加
し
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

　

子
ど
も
食
堂
に
は
、
小
さ
な
子
ど
も
を

抱
え
て
訪
れ
る
親
御
さ
ん
も
い
ま
す
。
普

段
、
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
と
る
こ
と
も
ま

ま
な
ら
な
い
保
護
者
の
方
が
少
し
で
も
心

の
余
裕
を
持
て
る
き
っ
か
け
と
な
れ
る
よ

う
に
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。

―
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

い
い
経
験
に
な
り
ま
す
ね
。
子
ど

も
食
堂
の
今
後
の
展
望
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
「
子
ど
も
食
堂
を
増
や
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
す
が
、
資
金
や
食
材
の

確
保
が
な
か
な
か
伴
わ
な
い
の

が
現
実
で
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど

も
食
堂
を
増
や
し
て
い
く
と
い

う
よ
り
は
、
今
の
施
設
の
サ
ー
ビ

ス
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、
利
用

す
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
自
宅
で
も
、

学
校
や
職
場
で
も
な
い
、
第
三
の

居
場
所
と
し
て
愛
着
を
持
っ
て

利
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。
更
に
、
教
育
の
要
素

を
強
化
し
て
、
塾
の
よ
う
な
役
割
も
担
っ

て
い
き
た
い
で
す
し
、
障
が
い
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
も
取
り
入
れ
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん

ど
ん
挑
戦
し
続
け
て
、
ど
ん
な
子
で
も
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
を
提
供
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
子
ど
も
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
社

会
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
食

堂
の
運
営
を
続
け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
援
し
て
い
ま
す
。

公益社団法人
新潟法人会 女性部会会員大募集！

新潟法人会女性部会は、さまざまな業種で活躍する
女性たちの自己啓発の場であるとともに、企業経営に
求められる正しい知識や情報を得る場です。
自らの視野を広げ経営スキルを高めましょう。
女性の社会進出や人生においても有意義な人脈が
生まれています。仕事のアイデアやためになる話を
直にお聞きする機会がたくさん！女性部会では
「女性経営者による講演会」や「食」「介護」についてなど
女性目線に立った講演会やイベントも多数計画中です。

女性経営者や会員企業の女性であれば
どなたでもご参加頂けます‼

入会申込はメール・FAX・URL で受付中‼

nigataho@miracle.ocn.ne.jp 025-225-5699 ←ＨＰからでも
　申込出来ます
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新潟法人会

新潟市中央区西堀通
3番町258番地24

令和６年８月20日

vol.155
2024

法人会は「企業の発展を支援し、地域の振興に寄与する経営者の団体」！

会員増強運動実施中
会員の皆様には、是非、１社につき新規会員１社獲得を目標に

あなたのお仲間企業を会員に！

第13回　通常総会特集号

　

去
る
七
月
二
十
七
日
の
こ
と
。
私
は
近
所
の
小
学
校

の
夏
祭
り
運
営
の
た
め
、ス
コ
ー
ル
み
た
い
な
雨
が
降
っ

た
り
止
ん
だ
り
の
、
ム
ワ
ッ
と
し
た
熱
気
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ

た
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
『
佐
渡
島
（
さ
ど
）
の

金
山
』
が
つ
い
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
、
と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
、
二
十
七
年
目
の
こ
と
だ
そ
う
。
あ
き
ら
め
な
い
で

頑
張
り
続
け
る
こ
と
っ
て
大
事
だ
な
！
と
思
い
な
が
ら
、

ま
た
ち
ょ
っ
と
元
気
を
出
し
て
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
と

ヨ
ー
ヨ
ー
の
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
の
山
を
ひ
た
す
ら
運
ん

で
お
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
紙
は
、
そ
ん
な
佐
渡
の
世
界
遺
産
登
録
を

祝
し
、「
道
遊
の
割
戸
」
の
写
真
を
選
び
ま
し
た
。
佐

渡
と
い
え
ば
、
い
つ
も
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
島
時
間
が

流
れ
、
佐
渡
汽
船
を
下
り
た
瞬
間
、
磯
の
香
と
、
曇
天

と
、「
ハ
ァ
～
～
～
♪
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
気
の
抜
け
る

佐
渡
お
け
さ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
お
出
迎
え
。
夜
は
エ

ア
コ
ン
の
利
い
た
お
宿
で
、
岩
ガ
キ
、
も
ず
く
、
イ
カ

そ
ー
め
ん
、
そ
し
て
冷
酒
。
こ
の
機
に
、
久
し
ぶ
り
に

佐
渡
を
訪
れ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
し
、
混
雑
し
そ
う

で
ち
ょ
っ
と
…
と
い
う
方
は
、
佐
渡
の
特
産
品
お
取
り

寄
せ
サ
イ
ト
で
旅
行
気
分
を
楽
し
む
の
も
お
す
す
め
で

す
。（
私
は
レ
バ
ー
ペ
ー
ス
ト
と
、
干
し
柿
＋
ク
リ
ー
ム

チ
ー
ズ
を
ワ
イ
ン
で
楽
し
む
の
が
好
き
で
す
。）

�

広
報
委
員　

高
橋　

純
子

編

集

後

記

　

小
さ
い
こ
ろ
、
キ
ッ
チ
ン
の
床
は
リ

ノ
リ
ウ
ム
材
で
し
た
。
少
し
ひ
ん
や
り

し
た
感
触
が
好
き
で
座
っ
て
母
が
料
理

を
す
る
の
を
見
て
い
ま
し
た
。
家
で
商

売
を
し
て
い
た
せ
い
か
人
の
出
入
り
が

多
い
家
で
し
た
。
様
々
な
人
た
ち
が
集

ま
り
、
よ
く
来
る
人
も
い
れ
ば
、
一
年

で
一
回
、
あ
る
い
は
何
年
も
来
ず
、
ど

な
た
で
し
た
っ
け
、
と
い
う
方
も
い
ま

し
た
。
あ
の
時
の
人
た
ち
は
今
ど
う
し

て
い
る
の
か
、
た
ぶ
ん
二
度
と
会
え
な

い
と
思
う
と
月
日
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

う
ち
に
来
て
い
た
方
々
は
、
今
思
う

と
ユ
ニ
ー
ク
な
方
た
ち
で
し
た
。
思
い

出
し
た
時
に
あ
の
人
は
誰
だ
っ
た
の
と

母
に
聞
く
と
、
母
も
よ
く
知
ら
な
い
け

ど
知
り
合
い
、
芸
能
人
の
名
前
、
先
生

と
呼
ば
れ
る
方
た
ち
、
そ
し
て
親
戚
と

い
っ
て
も
ほ
ぼ
他
人
で
は
な
い
か
、
と

思
う
よ
う
な
雑
多
な
人
々
の
名
前
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
家
で
初
め
て

会
っ
て
仲
良
く
な
り
、
な
ぜ
か
次
の
予

定
を
立
て
て
い
た
と
い
う
人
も
い
た
と

言
っ
て
ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ

た
の
か
、
両
親
と
も
に
、
ど
う
ぞ
と
招

き
入
れ
る
タ
イ
プ
だ
っ
た
の
か
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
大
変
賑
や
か
で
楽
し

い
、
喧
騒
の
時
間
で
し
た
。
お
夕
飯
時

も
家
族
以
外
の
人
が
い
る
テ
ー
ブ
ル
で
、

そ
の
時
に
聞
い
た
こ
と
話
し
た
こ
と
は

か
す
か
な
記
憶
と
し
て
残
っ
て
ま
す
が
、

半
分
は
酒
肴
の
席
で
し
た
か
ら
、
ろ
く

な
話
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
た
だ
、

何
か
の
折
に
、
ふ
と
思
い
出
す
の
は
年

齢
に
そ
ぐ
わ
な
い
会
話
や
内
容
で
し
た

の
で
、
記
憶
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
過

ぎ
行
く
人
々
で
し
た
が
、
私
の
中
に
あ

る
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

今
と
な
っ
て
は
お
顔
さ
え
お
ぼ
ろ
で
す

が
、
不
思
議
な
懐
か
し
さ
と
少
し
の
疎

ま
し
さ
を
伴
っ
た
感
じ
の
思
い
出
で
す
。

　

そ
の
時
に
い
た
だ
い
た
も
の
が
何
点

か
手
元
に
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で

も
ご
自
分
の
著
書
と
何
冊
か
の
本
は
十

年
以
上
た
っ
て
か
ら
読
み
ま
し
た
。
小

学
生
に
よ
く
こ
ん
な
書
物
を
な
ぜ
、
と

思
い
つ
つ
。
た
ぶ
ん
酒
席
で
の
ち
ょ
っ

と
し
た
お
ふ
ざ
け
で
く
だ
さ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
本
自
体
は
大
変
興
味
深
く
、

面
白
い
の
で
今
で
も
読
み
返
し
て
ま

す
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
に
い
た

だ
い
た
陶
器
の
花
は
今
で
も
そ
の
頃
の

自
分
自
身
の
思
い
出
と
し
て
あ
る
一
種

の
憧
憬
と
と
も
に
大
事
に
し
て
ま
す
。

　

時
々
、
周
り
か
ら
見
る
と
な
ん
で
そ

ん
な
物
を
買
う
、
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

も
う
二
度
と
な
い
あ
り
ふ
れ
た
日
常
の

幸
せ
の
記
憶
の
実
体
化
を
、
知
ら
な
い

う
ち
に
企
て
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
自
身
で
も
な
ん
で
こ
ん
な
物
を

買
い
た
い
の
か
不
思
議
な
時
も
あ
り
ま

す
が
、
た
ぶ
ん
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
無

駄
な
よ
う
な
買
い
物
に
対
し
て
の
言
い

訳
と
し
て
お
り
ま
す
。

双峰通信工業株式会社
専務取締役

樋口　宏子

私
は
な
ぜ
時
々
無
駄
な
物
を
買
う
の
か

NIIGATA　HOHJINKAI　KAIHOH
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